
平成２５年度

第５期事業年度

自　平成２５年 ４月　１日

至　平成２６年 ３月３１日

公立大学法人　青森公立大学



（単位：円）

差額

（決算-予算）

収入

　 運営費交付金収入 550,154,000 538,051,246 △ 12,102,754

施設整備費補助金収入 12,397,000 12,397,000 0

自己収入 864,226,000 876,581,988 12,355,988

821,648,000 840,197,700 18,549,700

その他収入 42,578,000 36,384,288 △ 6,193,712

寄附金収入 0 1,500,000 1,500,000

補助金等収入 16,968,000 16,968,000 0

受託研究等収入 171,000 4,874,950 4,703,950

計 1,443,916,000 1,450,373,184 6,457,184

支出

　 業務費 1,062,662,000 974,424,969 △ 88,237,031

教育経費、教育研究費等 275,087,000 225,693,661 △ 49,393,339

人件費 787,575,000 748,731,308 △ 38,843,692

一般管理費 351,718,000 342,253,976 △ 9,464,024

施設整備費 12,397,000 11,550,000 △ 847,000

受託研究等経費 171,000 2,755,190 2,584,190

寄附金事業費 0 1,710,000 1,710,000

補助金事業費 16,968,000 15,884,246 △ 1,083,754

計 1,443,916,000 1,348,578,381 △ 95,337,619

0 101,794,803 101,794,803 (注14）

授業料・入学料及び入学検定料収入 (注3）

平成25年度　決算報告書

公立大学法人　青森公立大学

区　　分 予算額 決算額 備考

(注1）

(注2）

(注4）

(注5）

(注6）

収入-支出

(注7）

(注8）

(注9）

(注10）

(注11）

(注12）

(注13）
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○予算と決算の主な差異について

＜収入＞

＜支出＞

(注8)

(注9)

(注10)

(注11)

(注12)

(注13)

(注14)

(注1）

(注2)

(注3) 授業料・入学料及び入学検定料収入については、一般選抜志願者数の増等により、予算額に比べ
て決算額が増額となっております。

施設整備費補助金収入については、自動火災報知設備改修工事(第二期工事)に係る精算により、
平成26年度に青森市に返還する金額(847,000円)が含まれております。したがって、実質的な決算
額は当該金額を控除した11,550,000円となります。

運営費交付金収入については、青森市職員給与の臨時特例措置に準じて行った給与等減額に伴
い、相当額が減額されたことにより、予算額に比べて決算額が減額となっております。また、決算額
については、平成25年度の人件費等に係る精算により、平成26年度に青森市に返還する金額
（92,849,618円）が含まれております。したがって、実質的な決算額は当該金額を控除した
445,201,628円となります。

(注4) その他収入については、青森学術文化振興財団助成金を活用した公開講座等の事業に係る助成
金収入を申請額で予算計上しましたが、交付決定額が減額されたこと及び目的積立金の取り崩しを
行わなかったことなどにより、予算額に比べて決算額が減額となっております。

(注5) 寄附金収入については、ブロードバンド推進協議会からの寄附金の受領等により、予算額に比べて
決算額が増額となっております。

(注6) 受託研究等収入については、受託研究・受託事業収入の増及び、科学研究費助成事業の補正によ
る科学研究費補助金間接経費の増により、予算額に比べて決算額が増額となっております。

受託研究等経費については、年度中に受託研究を3件、受託事業を2件追加で受けたことにより、予
算額に比べて決算額が増額となっております。

寄附金事業費については、ブロードバンド推進協議会の寄附金及び科学研究費補助金で備品を購
入したことにより、予算額に比べて決算額が増額となっております。

補助金事業費については、大学改革推進等補助金の未執行により、予算額に比べて決算額が減額
となっております。

決算報告書の収支差額（101,794,803円）に、補助金関係額(大学改革推進等補助金返還額)等を加
え、運営費交付金債務（運営費交付金返還額）、前納授業料等を控除することにより、会計上の経常
利益である62,525,677円になります。

(注7)

人件費については、退職教員の不補充並びに教員及び職員の平均年齢の低下等による執行額の
減により、予算額に比べて決算額が減額となっております。

一般管理費については、法人経営経費及び一般管理費等の未執行により、予算額に比べて決算額
が減額となっております。

施設整備費については、大規模修繕費の自動火災報知設備改修工事の入札残により、予算額に比
べて決算額が減額となっております。

教育経費、教育研究経費等については、学部教育実習事業費の非常勤講師の費用弁償（招聘旅
費）及び教員の個人研究費の未執行並びに青森学術文化振興財団助成金を活用した地域研究セ
ンタープロジェクト事業費の交付決定額の減などにより、予算額に比べて決算額が減額となっており
ます。
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